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①バッグから取り出して中身
を確認します。ペグは 10本、
ポールは 2組あります。 ②テント本体の四隅を持って

広げ、ペグで固定します。 

⑦本体の天井の銀色のフック
を上のポールに引っかけ本体
を固定します。 

⑤組み立てたポールをテント
本体の上に移動します。 

③メッシュの窓がある部分が
テントの側面になります。 

④ポールを組み立てます。 

⑩本体とポールが固定できた
ら、屋根のポールを差し込み
ます。 

⑨ポールのソケットにゴムを
引っかけます。反対側のソケ
ットも紐を引きながら同様に
引っかけます。 

⑥テント本体四隅のアルミプ
ラグをポールに差し込みま
す。 

⑭出入り口のフックを引っ張
り、先の部分にペグを打ち込
みます。打ち込んだペグにフ
ックを引っかけます。 

⑫屋根の部分裏側のフックを
ポールに引っかけます。 

⑪フライシートを広げ、テン
ト本体に被せます。マークが
ある所が出入り口です。 

⑧本体のマジックテープでポ
ールと本体を固定します。 

⑮テントバッグにペグ袋・ポ
ール袋・ハンマーを入れ、テ
ント内の端に置きます。シュ
ラフ･シュラフシーツ・毛布･
自分の荷物を運んで完成で
す。 

２ 活動の留意点 

１ 活動の流れ 

・ 指導者のテントは研修生のすべてのテントが把握できる位置に設営します。 
・ 天気のよい日は、入り口を開けて風通しをよくし、テント内を乾燥させます。 

⑬すそのフックをリングの内
側から引っかけます。 

ここ 
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①フライシートのかさの部分
を持って 2つ折にします。 

③とびらの三角の部分を折り
たたみ長方形を作ります。 

⑤端から空気を抜きながら丸
めていきます。 

④折りたたんだ三角の部分が
内側になるように 2 つ折にし
ます。 

⑨テント本体のすそから中央
に向かって折りたたみます。 

⑩さらに 2つ折にして、細長
い長方形を作ります。 

⑪端から空気を抜きながら丸
めていきます。 

⑫本体・フライシート･ポール
袋・ペグ袋をテントバッグに
入れ元の場所に片付けます。 

②すその三角の部分を折りた
たみます。 

⑧ポールとペグをそれぞれの
袋に入れます。 

１ 活動の流れ 

２ 活動の留意点 

・ 芝生が濡れていたり湿っていたりするときは、アスファルトの部分で折りたたみます。 
・ テントをたたむ前に、テント内のゴミや砂等を取り除きます。忘れ物がないか点検します。 
・ テントが雨で濡れているときは、センター職員と撤収の仕方について協議します。 
・ 次の利用者の身になってできるだけしわのないようにていねいに折りたたみます。 

⑥本体からポールをはずし、
折りたたみます。 

⑦ハンマーを使ってペグを抜
きます。 


